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うことは.紛尺定規 1キロメ ー トルを 1センチとして
刻んだ定規を用いて扱IJ るこ と か らも知 りうる 。 表c~ は竹















































































































































































































































































































lレー トヴィ ッヒ ・クラーゲス 「リズムの本質引J
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まりを与え， また高度に調千日のとれた. まとま った構
造を持つ新しい形象をつくり出そうとする人間の情然
との聞にきわめて深い関{系があることは明らかである。
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